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［研究ノート］ 
英国水彩風景画家ポール・サンドビー
― 1800 年前後の評価

桐島　美帆
所員、講師（非常勤）

西洋近代美術史において、水彩画が一つの自立した芸術と
してみなされるまでの過程は簡単なものではなかった＊１。
水彩はその細部描写と速写性の点で優れ、油彩よりも取り扱
いが簡便であることから、動植物の記録や地図製作などに多
く用いられてきたが、芸術の領域においては、油彩を頂点と
するヨーロッパの伝統的なヒエラルキーにおいて、長らく副
次的な媒材とみなされてきた。水彩が芸術領域で一早く市民
権を持つのは、英国においてである。その要因は様々あるが、
他のヨーロッパ諸国に比べて美術アカデミーの設立が 1768
年と遅く、他国ほど絶対的な権威を持たなかったことは大き
な要因の一つと言える。さらにグランド・ツアー（大陸周遊
旅行）や国内の名所をめぐるピクチャレスク・ツアーの流行
による土地の記録の需要、産業革命による画材の改良や市民
社会の成熟と娯楽の拡大などが後押しし、水彩による風景画
が急速に隆盛し、広範囲に普及した。そして 1804 年に水彩
画家だけで組織される「水彩画家協会 Society of Painters in 

Water Colours」が設立されたことは、英国水彩画隆盛の展開
において象徴的な出来事である＊２。この 18 世紀半ばから 19
世紀初頭という英国水彩風景画にとって重要な変革が起こっ
た時期に、そのおよそ 65 年にわたる長いキャリアを重ねて
いるのが、画家ポール・サンドビー（Paul Sandby, 1731-1809）

である。
サンドビーはこれまでしばしば「英国水彩画の父」と呼ば

れ、水彩画での試みや地誌的風景画を版画によって広く普及
させたことで知られている。また、水彩による風景画という
アカデミーのヒエラルキーにおいて低い位置づけにあった分
野を専門とする画家でありながらロイヤル・アカデミーの創
立メンバーであるという、興味深い経歴をもつ。さらに、上
流階級層や博物学者、詩人など、同時代の教養人と広く交流
をもち、美術以外の様々な分野との接点も多い＊３。それゆ
え筆者は、ポール・サンドビーの活動を具体的に見ていくこ
とは、美術アカデミーと並走しつつ、同時期の英国のあらゆ
る事象を反映し複合的に発展してきた英国の水彩画を考察す
るにあたり、一つの切り口に、あるいは一つの重要な事例に
なると考える。
サンドビーに関する先行研究は多くはないものの、後述す

るように、着実に研究が積み重ねられている。近年は再評価
の機運が高まり、重要な展覧会が開催され、カタログレゾネ
の刊行も進んでいる。そこでは「英国水彩画の父」と繰り返
し呼ばれることで、その位置づけと活動が単純化されていた
ことへの反省がみられる。そこで本稿では、まずポール・サ
ンドビーの研究動向を概観し、「英国水彩画の父」と呼ばれ
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始めた 1800 年前後の記述を、時代背景と照らし合わせなが
ら整理したい。

ポール・サンドビー
ポール・サンドビーは、英国のノッティンガムに生まれ

た。ロンドン塔の軍事製図局に勤め、その間スコットランド
ハイランド地方の軍事測量に製図担当として従事するなど地
図製作からキャリアを始め、そこで膨大な風景スケッチを行
う。その後カンバーランド侯爵のもとでウィンザー・パーク
の副監守をしていた兄のトマス・サンドビー（Thomas Sandby, 

1721-98）を頼ってウィンザーへ赴き、王室の素描教師となる。
この時期にサンドビーはウィンザー・パークの豊かな自然に
触れて風景を繰り返し描き、風景描写を磨いてゆく。再びロ
ンドンに戻って芸術家協会（Society of Artists）の結成に携わ
り、その後 1768 年、ロイヤル・アカデミーの創立メンバー
となる。ロイヤル・アカデミー創立メンバーのうち風景画家
はリチャード・ウィルソン（Richard Wilson, 1714-82）とトマ
ス・ゲインズバラ（Thomas Gainsborough, 1727-88）、ポール・
サンドビーの 3人であり、そのうち水彩画家はサンドビー 1
人である。同年ウーリッジで王立陸軍士官学校（Royal 

Military Academy）の素描科主任となる。1770 年代には、随行
画家としてイングランド人にとって未知の土地であった
ウェールズを旅し、ウェールズを主題とした一連の版画をア
クアチントで制作する＊４。サンドビーはアクアチント技法
を英国で初めて本格的に用いた画家といわれている。生涯を
通して英国各地の風景を描き、地所の肖像としての風景画も
多く手がけた。土地所有は 18 世紀英国において、経済的豊
かさ、社会的地位、政治的権威の基盤であったため、地所の
肖像画はその邸宅、庭園、動植物など、所有地のさまざまな
自然物・人工物を詳細に記録し、その行き届いた管理や生産
性、調和を示す役割を担っていた。またこの時期は当時を代
表する造園家ウィリアム・ケント（William Kent, 1685-1748）

やランスロット・「ケイパビリティ―」ブラウン（Lancelot 

‘Capability’ Brown, 1716-83）、ハンフリー・レプトン（Humphry 

Repton, 1752-1818）などに依頼して土地改良（improvement）

を行うことが富裕層を中心に流行し、地所の肖像たる風景画
は需要があった。サンドビーはスコットランドやウィン
ザー、ロンドンでの交流から広い人脈を築き、また生涯ロイ
ヤル・アカデミーへ多くの水彩画や版画を出品し続けなが
ら、素描教師としても多くの後進を育てた＊５。
以上は経歴の概略のみだが、このように、サンドビーは水
彩画家、アカデミシャン、素描教師など、さまざまな立場で、

美術の中心地ロンドンと郊外の双方で活躍した。そして絶え
ず実験精神を持って水彩や版画技法の新しい試みを実践しな
がら、移り行く英国の風景や人物を豊かに、細やかに描きと
めた画家であった。

先行研究
まずサンドビーの個別研究において主要な先行研究を確認

し、その流れを概観しておきたい。サンドビーに関する最初
の著作は、甥であるウィリアム・アーノルド・サンドビーに
よるポールとトマス・サンドビーの伝記である＊６。この著
作はサンドビー兄弟の生涯や技法、死後のコレクションの在
り方等について詳細に記録しており、サンドビー自身による
記録が少ないこともあって、重要な資料である。その他
1940 年代から 1970 年代にかけてはサンドビーとパトロンに
ついての論文＊７や 3 つの展覧会＊８がもたれたが、いずれも
サンドビーの作品の部分的な紹介にとどまっている。この時
期で最も重要な研究は A. P. オッペの著作＊９である。オッペ
はサンドビー作品を数多く所有するウィンザー王室コレク
ション所蔵のサンドビー作品について網羅的にまとめ、サン
ドビー研究の端緒を開いた。1980 年代には、サンドビーの
多様な制作活動に目を向ける展覧会が開かれ＊10、1985 年に
はジョンソン・バルがポールとトマス・サンドビーの家族や
アカデミー会員とのつながりを詳細にまとめ＊11、その翌年
にはルーク・ヘルマンがヴィクトリア・アンド・アルバート
美術館所蔵のコレクションで年代順のモノグラフを著し
た＊12。このモノグラフによって初めてサンドビーの業績が
年代順に俯瞰できたといえる。サンドビーの初期水彩画に関
する詳細な研究は 1987 年のブルース・ロバートソンの博士
論文によって初めてなされた＊13。1995 年から 1997 年には、
ジェーン・ロバーツによって、ウィンザーを主題としたサン
ドビー作品に焦点を当てた展覧会が開催された＊14。このよ
うに、20 世紀までの研究は各所蔵先のコレクションを中心
としたものであったが、21 世紀に入ると研究成果を反映さ
せた一層充実した展覧会が開催された。1 つは、2006 年に
イェール英国芸術センターで行われた展覧会「18 世紀英国
における製紙と水彩―ポール・サンドビーとワットマン製
紙工場」＊15 である。同展覧会は 2002 年度に同センターが購
入した《ヴィンターズの眺め》について行われた作品調査の
成果を発表したもので、英国水彩画史と当時の産業の中に本
作品を位置づけた意義深い研究である。そしてもう 1つは、
2009 年から 2010 年にかけて行われた没後 200 年の回顧展
「ポール・サンドビー―英国を描く」＊16 である。同展覧会
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はジョン・ボンヒルによって、サンドビーの画業全体にわた
る多様な活動を、幅広いジャンルの作品から検証し、包括的
に扱った画期的な展示となった。2015 年には版画のカタロ
グレゾネが刊行され、サンドビーの版画作品の全貌を初めて
通覧することが可能になった＊17。また、個別研究ではないが、
2017 年には地誌に関する素描、絵画、地図などの大英図書
館のコレクションがオンラインで公開され、サンドビー研究
に関してもさらなる一歩となった＊18。2020 年には、サンド
ビーの 2作品を取り上げてピクチャレスクの関係から論じら
れた＊19。

1800 年前後の評価―「英国水彩画の父」の誕生
『英国水彩画家辞典 1920 年まで』（2002 年）のサンドビー
の項目を見ると、第一文は次のように始まる。サンドビーは
「しばしば誤解を招きそうなほど『英国水彩画の父』と呼ば
れてきた＊20」と。以下では、先行研究での整理を踏まえ、
サンドビーが「英国水彩画の父」と呼ばれるようになる前後
の記述をいくつか取り上げて紹介する＊21。

1796 年に発刊された『ヨーロピアン・マガジン』 8 月号で

は、サンドビーの経歴が 2ページにわたって紹介され、次の
ように記された。

……忠実さと趣味を兼ね備えた彼の精緻な描写におい
て、この島［ブリテン］が際立っているその美しい風景
が鏡のように映し出されている。力強さ、鮮明さ、そし
て透明感において、彼の水彩画に匹敵するものは未だ無
いと言っても過言ではない。作品に頻繁に登場する城、
廃墟、橋などの景観は、原物が朽ち果て、塵となっても、
芸術、芸術家、そして国の栄誉を称える記念碑として残
るだろう＊22。

この記事が書かれた 18 世紀末、英国ではすでに多くの水
彩画家が活躍していたにもかかわらず、ここではサンドビー
の水彩画に非常に高い評価が与えられている。注目されるの
は、サンドビーの水彩画の魅力と「英国の」風景とが結びつ
けられて語られていることである。こうした記述から思い起
こされるサンドビーの作品として、例として《ウェンロック
修道院、シュロップシャー 北翼廊側から見た南翼廊と改築
された修道院長舎》（fig.）を挙げておきたい＊23。本作品はサ

fig.　 ポール・サンドビー《ウェンロック修道院、シュロップシャー 北翼廊側から見た南翼廊と改築された修道院長舎》1779 年以
前 レイド紙に鉛筆、水彩  ロイヤル・アカデミー、ロンドン

© Photo: Royal Academy of Arts, London. Photographer: Miki Slingsby. Fine Art Photography.
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ンドビーの主要な顧客の一人であった第四代准男爵ワトキ
ン・ウィリアムズ・ウィン卿（Sir Watkin William Wynn, 1749-

89）によって注文されたもので、ウィン卿が所有していた土
地の一角に建つウェンロック修道院の廃墟が描かれている。
廃墟に繁茂する植物は長い時間を想起させ、周辺で生活を営
む人々の現在の時間と対比的に描かれる。暗い前景、地面中
央に落とされたスポットライト、透明水彩で薄くのびやかに
塗られた清澄な空の効果によって、廃墟のある風景が壮麗に
描き出されている。ジョン・ボンヒルが指摘するように、サ
ンドビーの作品は、史跡や同時代の建築、地誌を通して英国
や英国らしさを表すことへの幅広い関心の一部として見るこ
とができる＊24。
サンドビーと英国性を結びつける記述は同時期に他にも見
られる。たとえば 1801 年、「同時代の伝記」となることを意
図した雑誌『パブリック・キャラクターズ』第 3巻では、貴
族階級の人物や作家、医師、政治家などの著名人と並びサン
ドビーが取り上げられた。そこではサンドビーが英国の風景
をよく見ることで、英国固有の様式を形成したと語られる。

この大英帝国に溢れる多様な風景を頻繁に静観すること
で、彼独自の、そして英国固有の様式を形成した。そし
て、この国の芸術家と愛好家の間で、趣味と才能に対し
て高い評価を正当に受けている＊25。

対外戦争、とりわけフランスとの戦争等により、ナショナ
リズムの機運が高まる時代にあって、サンドビーの風景画は
「英国的」である点において高く評価された＊26。そしてサン
ドビーの没後、1809 年の『ロンドン・レビュー・アンド・
リテラリー・ジャーナル』の訃報記事には次のように掲載さ
れた。

パディントンにて、ロイヤル・アカデミー会員ポール・
サンドビー殿、84 歳。彼の死は、その高齢にもかかわ
らず、芸術にとっての損失であり、生前彼と知り合うこ
とのできた者はその死を惜しむだろう。彼は、水彩によ
る近代風景画の父であった。彼はその種の絵画が可能な
限り、あるいは適切に進むべきところまでその絵画を推
し進めたのである＊27。

水彩風景画の父と称されたこの呼称は、現在に至るまで繰
り返し用いられ、定着することとなる。似た記述は、ルドル
フ・アッカーマンにより刊行された、芸術、文学、ファッショ

ン、政治など幅広い分野を扱う雑誌『リポジトリ―・オブ・
アーツ』にもみられる。本誌は創刊（1809 年）以来、水彩画
家協会および水彩画家連盟（The Society of Associate Painters in 

Water-Colours）の展覧会評を掲載しているが、そこではポー
ル・サンドビーを「風景画における水彩画様式のイングラン
ドでの発明者＊28」と称し、J.M.W.ターナー（Joseph Mallord 

William Turner, 1775-1851）が更なる高みへ引き上げたと語ら
れている。リチャード・ハーンは「19 世紀初頭の水彩画家
たちが自分たちの芸術の父としてアカデミー会員であるサン
ドビーを選んだことは社会的ステータスの点から重要な意味
があった＊29」と指摘しているが、アカデミーで活躍する水
彩画家の存在は、パトロンにとっても、大衆にとっても、そ
して同時代の水彩画家にとっても、少なからず影響力を持っ
たはずである。
1812 年の『リポジトリ―・オブ・アーツ』誌には「英国

における水彩画の発生と進展に関する所見」が掲載され、サ
ンドビーの水彩技法について具体的に記された。

この新しい芸術の要求を克服するための最も成功した試
みは、故ポール・サンドビーによってなされた。つまり、
大きな紙に、透明水彩の薄塗（ウォッシュ）を均一に塗
り重ねたことである。彼がその難題を克服したことで、
その後のあらゆる改良への道が開かれた＊30。

ここで注目したいのは、「大きな紙」と「透明水彩の薄塗」
という記述である。なぜならこの 2点はまさに英国の産業革
命を経て改良された点だからである。英国では 18 世紀末ま
でに紙面が平滑で丈夫な紙が作られ、大きいサイズの紙も製
造されるようになっていた＊31。また、高濃度、高彩度、微
細粒子の顔料が多色にわたって開発され、絵具を水でたっぷ
りと溶いて紙に薄く塗ることが可能となり、紙の白さを生か
して、白色を混ぜることなく明るさが表現できるようになっ
たのである＊32。サンドビーは確かに、大きいサイズの紙を
用いた透明水彩の作品を制作しているが、透明水彩とグワッ
シュを併用した作品や、グワッシュが主として用いられてい
る作品も多い＊33。それではなぜ透明水彩についてとりわけ
取り上げられているのだろうか。そこには、ハーンやグレッ
グ・スミスの詳細な研究によって考察されているように、19
世紀初頭の水彩画家・水彩画擁護者によるイメージ戦略が絡
んでいる＊34。19 世紀初頭、とりわけ水彩画家協会が設立さ
れた 1804 年以降、水彩画を「新しい芸術」として打ち出す
記述が多くみられる。たとえば 1821 年の水彩画家協会の展
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覧会カタログ序文でも、水彩の「色彩の力強さ」や「絵具の
耐久性」が強調され、それまでの水彩のイメージを覆すよう
な要素が取り上げられている＊35。そしてあくまでも紙の白
を活かす「透明水彩」の技法に固執し、産業革命によって改
良された新しい芸術であることを主張することで、油彩や、
大陸起源のグワッシュに対して英国の独自性・新しさを打ち
立て、「英国固有の」芸術であることを大衆に向けてアピー
ルしていくのである＊36。こうした進歩史的、愛国的に水彩
画の発展を語る風潮は、水彩画家協会の創立メンバーの 1人
であるウィリアム・ヘンリー・パイン（William Henry Pyne, 

1769-1843）の「英国における水彩画の発生と進展＊37」と題
する一連の評論に引き継がれていく。その文脈の中で、サン
ドビーの透明水彩における功績がとりわけ評価されていっ
た＊38。1809 年の訃報記事で記されたように、「近代」水彩風
景画の父として語られたのである。

おわりに
本稿ではポール・サンドビーに注目し、その「英国水彩画
の父」の呼称の基となる 19 世紀初頭の記述から、そこに当
時の英国のナショナリズムの背景があることを確認した。そ
して英国の風景や画材の発達と絡ませられながら、サンド
ビーが近代水彩風景画における出発点であるというように語
られていた。
最後に、今回取り上げた時期からおよそ 100 年後の明治期

の日本に目を向けて本稿を終えたい。というのも、明治 38
年（1905）に創刊された水彩画専門雑誌『みづゑ』の第一号
に「近世英國水彩畫一斑（上）」が掲載され、そこでサンドビー
が詳細に紹介されているのである。3号にわたり英国水彩画
の紹介が掲載され、およそ 65 名の英国水彩画家の名前があ
がる中で、（上）の記述はほぼ全てサンドビーにあてられて
おり、書き手のサンドビーに対する関心の高さをうかがわせ
る。ここにその一部を引用しておきたい。

水彩畫派の劈頭第一の畫家をポール、サンビー
（POULSANDBY）とし、世呼んで英國水彩畫派の父と稱
せり。……溯つて考ふれば、かくも今日世間に重んぜら
るゝ水彩畫の發達は、百五十年前新説を稱へ、自然の描
寫に於て、舊派の畫家の觀察力にては、得て望むベから
ざる底の大進歩を促したる、ポール、サンビー氏の功勞
に歸する事勿論にて、吾人は此光榮ある好果に對して、
深く氏に感謝せさるベからず＊39。（原文ママ）

本紹介文の書き手は、サンドビーが英国水彩画派の父と呼
ばれていることから始め、詳細な説明を経て、今日の水彩画
の発達はサンドビーの功労のおかげであると感謝する。日本
は当時水彩画ブームの只中にあり、この『みづゑ』は日本に
おける水彩画の啓蒙書の一つであった。同誌第一号の「発行
の辞」には、水彩画を学びたいが学ぶ機会の無い人に、技法
についての講話や西洋の水彩画の名作を知らせたい気持ちか
ら発行を思い立ったとある＊40。そのような日本の水彩画の
発展を支える役割と、サンドビーの英国水彩画普及の立役者
としての立ち位置が重なり、紹介に熱が入ったのであろう
か。18 世紀末の英国と明治 30 年代の日本という、近代化が
進む中で風景を描いた画家たちは、自然の微かな移ろいを捉
えることができ、持ち運びが簡便な水彩を用いて、自然を写
した。その出発地点に、サンドビーはいたのである。
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